
 
 ⼤阪府における令和 9年度のシーリング対象診療科（⾒込） 
 形成外科、眼科、泌尿器科、放射線科、⿇酔科、⽿⿐咽喉科、リハビリ、（産婦⼈科、救急）  
 ※産婦⼈科、救急については、2022 年医師数が必要医師数を上回っているものの、 
これまで同様、シーリング対象外として検討中 

  
R8 内科 整形外科 眼科 泌尿器科 放射線科 ⿇酔科 ⽿⿐咽喉科  − 

R9 − − 眼科 泌尿器科 放射線科 ⿇酔科 ⽿⿐咽喉科 リハ科 
 内科、整形外科がシーリング対象外となり、リハビリテーション科がシーリング対象に追加 

  具体的なシーリング数は不明。 

・必要医師数に基づくシーリングを検討（必要医師数の更新） 
 ・特別地域連携枠の連携先拡充を検討（⾜元充⾜率 0.7 以下⇒0.8 以下） 

令和 9年度シーリング案の考え⽅（令和７年７⽉ 2 4 ⽇専⾨研修部会） 
・「2022 年医師数」が「2022 年の必要医師数 」及び「2030 年の必要医師数」と 
同数あるいは上回る都道府県別診療科 
・過去 3年平均採⽤数が５⼈以下の都道府県は対象外 
 
⼤阪府（内科） 
「2022 年医師数」9,254 ⼈は、「2030 年の必要医師数」9,469 ⼈を下回るため、 
シーリング対象外となる⾒込み 

2022 年医師数 2022 年必要医師数 2030 年必要医師数 

令和 9年度シーリングの検討状況（令和７年７⽉ 2 4 ⽇専⾨研修部会） 
令 和 ７ 年 ８ ⽉  書 ⾯ 開 催 
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